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論 文 内 容 の 要 旨
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本研究は,4稲畑のマクロファージマM力pであるalpha-1-と1nLichy皿()tryPSin(AIACT),alI)ha-トantitrypsin

(A】ノ1rr),Cl)68およびHIJA-i〕Ⅰ汀二対するポリクロ･一ナルおよびモノクローナル抗体を川いてマクt｣ファージの

免疫組織化J署的特件,また胎′上期の幼)◆,二な結へ組織や癌のFけ賃に特異的に発現するとされているTenascinについ

て′酬′巨炎症過程が細線､邦くJに観察し干しjるエプーリスを検体試料として組織1与分布一を免疫組織化′､デニ的に検索し,以

卜牲結果をわた｡

実験材料と方法

1991年8月13【はり1995圧1日27=までの吊=こ揖斐総へ病院髄利=陛外車=こて摘出されたエフ㌧一リス訂30仰｣

(り川三12仙 女性18例で.肉芽肺里エプーリス17例と緑維件エプーリスユ3例を合む)を摘‖=麦直ちに10%ホルマ

リンにて48時制から72時問回定し,適法通り4/ノ汀1の連続パラフィンり｣Jl`とした｡これらU｣片を川いA石din-Biot正

‡)er(〕X拍ase-〔プ01-1plex法(AHC法)を応川したベクターー社製ベクタステインABCキットを用いて免疫染色をキト)

た｡,一次打一休としてAIA(1｢r,Alノ＼Tおよひ｢王1e【はSし:irlによ､けるポリクローーナル抗一本と,CIJ(札Ⅰすし1-Ⅰ〕Rに対寸~

るモノクローナル抗体(KPlおよひ杭‡一山Å↓巾)を便川しノた｡‡点本の肴机および洗高畑こはp‖7-5の(川2Niリン醸

緩腫J液(‡-)BS′)を便川し.た｡この際先山こは;う.3'-diamirI(_)bezidinet(∋trahydrochl()ride(L)Ai_i)を,核架色には

メチルブリ…ノを用いた｡Al′･1CT,AIAT,〔二Ⅰ)(う8の染餌こ際して0.8%ペプシン(､工)⊥こ＼Kし))にて3■7('c,1(け汁乱

丁円1a5扇riは005%プロナーゼ(烏▲1K())にてい細吊の酵素≠処上【壬!を†いた｡ペプシンの前机にはぃ.2NのHし二Ⅰをプ

ロナー･･ゼの希釈にはり.1MのNa(〕lを合む0.0帥1トリス規慨蘭摘J液(l)‡i7.6)を用いた｡

梁色されL組織標本に一っいて･定信*(2()×5イ～1▲)で,光′､用て微鏡つ▼損を揖宗三し,肉片仲里エプーー=て､上線維

什エフし■-リスにおいて‖)0/ノmニく100〃mの視野を省々佃乍細こ17筒所選び,その17視野内における〃枝の缶杭脱

陽件細胞数を計測し,その､り1仙±SD伯を持出して,1視野あた膏の､匪溝細川棚撤とした｡

結 果

省有い本によって染色される細胞(l馴摘日†胞)は,し皮トキ.-イ棉情報申の柑こ肉芽梢逐一卜する組織叶に多く分力｣▲し

ており,j王丁▲亡｣人ないし純綿j｢･ヱを■i‡した｡またl■り･の細胞が複数のil■L(本によりI姐性所Hを′Jけ像も認められた｡

仁)ゆり=植竹エプーリス:肉片膵帖エプーリスではやや浮仲扶カいし轄度の緑維化を伴う肉片組織小に苦明な炎

症性細胞浸潤と抑明な血n増牛がみられ,仁として軌=彬烏いし損亡扶を∵するAIAC｢r･ノノ＼1AT･Cl)68･H工.ん

け即妙性細胞カi,多数f針ilされた｡17視野における陽竹剥=j包放はAlノ＼(二rr･でこう5～44佃,八1.ATて′i8～5洲軋 CI)(う8

で∠18～59帆 Hしし1〕Hで2(ト29仰てあった｡1視野あたりの､書ノ･均陽伸縮胞数はAIACllでは38.4±2ふ 一′＼1A′▼rで

は54.4±一2｣〕,(1じ(う8では5こi.3±ニう.1,‖Lん圭服では2∫′i.3_土二こ川であり,ケり立体が認識する‡射′巨細泡数は抗体聞でか

なりうⅠ王な一)ていた｡

2)緑維什工プー【-リスニ緑維件エフ∴一リスは卜に㍍吐な緑維化をホす緑維性結へ組織からな一〕ており炎冊牛射朋包

浸潤はは∴′んどみられすぃ′＼上＼(1｢1｢･▲＼ト＼√王1･し二Ⅰ)梱･‖L八一1_)相場件㈲棚班女♭少なかノつた∈)鯨維作エプーリスでは

2(情



これら槻昭刺棚址ト･二として紙蹄形与i-ミしナニ⊃17視野におけるF射用購こゴ散は＼1▲･＼(･て｢Ⅰてはニトへノ5伸Lノ′1山＼｢rでは2

～G榊!,(二Ⅰ〕G8では3､針帖.川｣-1_昭ては2､■5佃であ1た｡1硯肌あたりの､匪溝紺制服徽はAIA(二て′′rでは3■

(う二土‥()_8,AiArrでは3.4±二1:i,〔二1~_)6日では4｣一土1.2,王Il｣Å-i淵では3･上[1･0であり,馴巨細=泡数は抗体肛ではぼ‖

放であった｡

:う)T(1Ilと1SCiIl:TemノISCinは一･:はな縦維化L,[二部位ではみられず,肉刺相性エプーi｣スのAlj＼し二T･AIAT●Cl:)68●

HLAイ)fモ陽性細胞の多い部位や汀膵j揖〔附こ紺瀾射大鳥いし樹抜扶の【馴巨像かIi忍められた〔〕

考 察

仁)AIACrr･AIAT･CD68･HLA--D印材性細胞は肉牙腫件エプーリスで多数みられ,主に類H形点いトi!~ミ亡頼

の形態をIi圭したのに対して,線維件エプーーリスでは少数みられるに過ぎず,その多くは紡錘形を∵した0
これは

器質化により炎症性細胞が減少することによるものと想われた｡

2)肉芽腫性エプーリスでは省抗体問で=軋野あたりの陽性細胞故に苦しい差が認められたが,緑維性工プーーリ

スでは1視野あたりの陽性細胞数はばぼ=じであった｡これは,(1)肉刺垂性エプーリスでは甲球･マクロファ岬

シ･組織球以外にもAIACrr･AIArr･CD68･HLAqDⅢ掛件を/jけ炎榊巨細抱が多数浸潤しているのに丈､[L,線

維性エプーリスではこれらの炎症性細胞がほとんどみられないこと,(2)里球･マクロファージ･組織球が内

弟膵件エプーリスでは多様な形質那ほホすが,緑維性エプーリスでは比較的均一▲な形質党別を示すものと考え

られる｡

3)Te｡aS｡inは根絶性エプーT)スではほとんどみられなかったが,肉芽腫作エプM!)スでは暑明な発現をみ,

傷治癒烏ども含む器質化に関与一していることが考えられた｡

Ll)AIACT･AIAT･CD68･HI.A-DR陽性細胞の分布･形態は血液矧･f;lⅦ=刃了牒封牛細胞の分布･形態とがよ

く一致しており血液姐剖Ⅷ【木け陽惟細胞は組織球系の細胞であることが小唆された｡

論文審査の結果の要旨

申請君 波遥二三雄は,4種畑のマクロファーーソマーカーおよび幼蛸-tiハ組織Tにみられるて1enascinについて,

炎症汁と仮肌巨)増植物であるエプーリスを検体ぷ苦はして川い,免疫組織化′7宜｣柑ノ巨を免疫抗体染(立法にて検

索し,炎症性細月包浸潤の多い肉芽腫件エプTJ)スでは,AiACT･AIAT･C7)68･Ill｣A-l､)即易性細胞が多数みら

れ,また1視野当たりの陽性細胞数も部位により暑しい差があるのに対し,緑維件エプーリスでは陽性細胞数は

減少し,また部位による差もほとんどなくなる所見透雷けこ｡rrenaSCinの発現は,肉片陣照工プT-J)二くに多数みら

れ,器質化に深く関与していることが示唆された｡この成果は,炎症時の糾織修復過結こ斯い､侶よを加え,≧~了

腔外科学の進歩に寄与するものと.;忍める｡
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